
＜事業の名称等＞ 2.事業の目的・概要の続き

1.事業の位置付け

3.事業のコスト

2.事業の目的・概要

４．事業の成果

○補助金 千円

・スポーツ大会補助金　　　　 千円

・支所所管区域体育祭等事業費補助金 千円

・三国節保存伝承事業費補助金 千円

小事業 他　事業

平成29年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略及び事務事業評価シート

予算 款 02 総務費 項 01 総務管理費 目

7,820

総合
戦略

△ 223

01 一般管理費

総合戦略
記載事項

総合
計画

基本構想 1 住民とともに育むまちづくり 所管
部局

三国支所

基本計画 1-1 住民と行政の協働によるまちづくりの推進 地域振興課 （単位：千円）

大事業 501 地域振興事務事業 中事業 01 地域振興事務事業（三国）

平成28年度 平成27年度 29・28年度比

施策 コ
ス
ト

事業費 2,750 5,496

政策パッケージ 　 　 平成29年度

4,521 △ 2,746

事業区分 自治事務（任意的なもの） 事業種別 ソフト事業 人件費 7,497 7,720

有 まちづくり推進課所管補助金等交付要綱
人
員

正職員 1.07

人 0.00

根拠法令 無 総事業費 10,247 13,216 12,341 △ 2,969

人

人員計 1.07 人 1.15 人 1.10 人 △ 0.08

0

その他特定財源 0 1,500 0 △ 1,500

一般財源

人

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 無 臨時職員 0.00 人 0.00 人 0.00

人 1.15 人 1.10 人 △ 0.08根拠例規

人

700 700

10,247 11,716 12,341 △ 1,469

評価指標 単位 年度 平成31年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度

指標

事業参加者増加率
％

目標 100

58.3

指標の説明 事業参加者の達成率（H22＝100％）

120

指標の説明 三国節の保存と伝承活動にかかわった参加者

4,000 4,000

独
自
指
標

実績 70 70 70

達成率(%) 0.0

4,000 4,000 3,900

指標

三国節保存伝承事業参加者
人

目標 0 0

達成率(%) 0.0 0.0 100.0

3,000

達成率(%) 0.0 0.0 75.0 75.0 75.0

4,000

三国町民体育祭参加者
人

実績 1,500 3,000

目標 4,000 4,000 2,000 4,000

700

独
自
指
標

実績 714 500 685

達成率(%) 0.0

700 700

財
源
内
訳

国県支出金 0 0 0

指標

指標
三国町地区対抗小学生ス
ポーツ大会参加者

人
目標

独
自
指
標 指標の説明 三国町民体育祭の参加者

100.0 97.5

50 120 120

0.0 58.3 58.3

4,000

独
自
指
標

実績

指標に基づく評価

三国節保存伝承事業については、地域のイベントとタイアップすることによ
り参加者が多く、目標を達成することができました。三国町民体育祭につい
ては、国体関係改修に伴う会場変更のため、参加者が減少しました。三国町
地区対抗小学生スポーツ大会については、少子化の中、多くの参加者があり
ました。

0.0 102.0 71.4 97.9

指標の説明 三国町内の各地区が対抗して行う小学生スポーツ大会の参加者

【事業の目的】

【事業の概要】

2,750

800

1,300

650

　三国地区に係ることや支所が所掌する事務等について、地域住民の意見を反映させ、住
民と行政の協働によるまちづくりを推進する。



5.事業に対する評価

6.今後の方向性

7.総合戦略記載事業の検証

現状と課題

妥当性に課題

　三国地区では、区長会連合会や各地区委員による代議員会制度が活動し、地域活動も活発に進められ、協働のまちづくり推進体制が図られています。地域の特性や個性
を活かしたまちづくり、住民の声が反映されるよう地域住民を主体とした活動により、地域の活性化に繋がっています。
　また、小学生スポーツ大会、体育祭事業を進める中で、より一層、市民相互の親睦や健康増進あるいは地域コミュニティ活動の推進が図られています。

これまでの見直
しや改善等の実

績

　三国節保存伝承事業の補助金額については、１地区あたり、平成28年度は10万円を限度としていましたが、平成29年度は５万円を限度とし、平成30年度以降は廃止
とします。三国町民体育祭については、例年三国陸上競技場で行っていましたが、平成29年度は国体関係改修のため使用できず、三国体育館において事業を縮小して開催
しました。

短期的な方向性
改善（見直し）

中長期的な方向性
継続

目標年度 平成31年度 目標年度 平成35年度

実施事業名
（小事業）

事業で得られた
ノウハウや気づ

き等

方向性の
説明

　三国町民体育祭については、地域住民の健康増進及び地域コミュニティ活動の推進を図る目的で行われてきましたが、今後は住民のニーズに合わせ、広く住民が気軽に参加
できるよう形態を変えて実施します。三国町地区対抗小学生スポーツ大会については、半世紀に渡って行われている歴史ある事業で、児童の地域間交流と体力・運動能力の向
上を図るために、今後も継続して実施していきます。

総合戦略上の位
置づけ

政策パッケージ 施策

基本施策



＜事業の名称等＞ 2.事業の目的・概要の続き

1.事業の位置付け

3.事業のコスト

2.事業の目的・概要

【事業の目的】

【事業の概要】 ４．事業の成果

指定管理者 社会福祉法人坂井市社会福祉協議会

指定期間 平成28年4月1日から平成31年3月31日まで

事業内容等

・坂井市三国希望園の運営業務

・施設維持管理業務

・地域活動支援センターの運営業務

・就労継続支援B型の運営業務

○委託料

・希望園指定管理者委託料 千円

○使用料及び賃借料

・土地借上料（67.99㎡） 千円

　一般企業に雇用されることが困難な障がい者に勤労による社会復帰の基礎づくりに資す
ることで、地域で自立した生活を送れるように支援し、障がい者の福祉増進を図る。

4,938

28

平成29年度事業分　坂井市まち・ひと・しごと創生総合戦略及び事務事業評価シート

予算 款 03 民生費 項 01 社会福祉費 目

1,351 202

根拠法令

障がい者福祉の充実 地域振興課

5,270 8,475 △ 304

小事業 他　事業

02 障害者（者）福祉費

総合戦略
記載事項

大事業 101 障害者福祉施設管理運営事業 中事業 01 希望園管理運営事業

（単位：千円）

総合
戦略

政策パッケージ 平成29年度 平成28年度 平成27年度 29・28年度比

総合
計画

基本構想 6 誰もが笑顔で暮らせるまちづくり 所管
部局

三国支所

基本計画 6-4

施策

事業区分 自治事務（任意的なもの） 事業種別 指定管理事業 人件費 1,612 1,410
コ
ス
ト

事業費 4,966

有 坂井市希望園条例、同条例施行規則
人
員

正職員 0.23

人 0.00

有 障害者基本法、障害者自立支援法 総事業費 6,578 6,680 9,826 △ 102

人

人員計 0.23 人 0.21 人 0.19 人 0.02 人

0

その他特定財源 0 0 0 0

一般財源

人

関連計画・ﾏﾆｭｱﾙ 無 臨時職員 0.00 人 0.00 人 0.00

人 0.21 人 0.19 人 0.02根拠例規

指標 目標

指標の説明

指標 目標

実績

財
源
内
訳

国県支出金 0 0 0

0.0 66.0 115.5

5,239 5,299

6,578 6,680 9,826 △ 102

評価指標 単位 年度 平成31年度 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度

指標

利用者数

133.9

指標の説明 地域活動支援センター利用者数

726

独
自
指
標

実績 483 842 972

達成率(%) 0.0

503 732 729
人

目標 244

0.0 0.0

5,004

独
自
指
標

実績 4,469 5,126 5,773

指標

利用者延人数
人

目標 7,119 7,134

達成率(%) 0.0 0.0 85.3 96.7 115.4

指標の説明 就労継続支援B型事業及び地域活動支援センター利用者の延人数

0.0 0.0 0.0 0.0

指標の説明

指標に基づく評価

　三国地区には地域活動支援センターを運営する事業所がなく、地域の障が
い者を支援する事業の成果が達成されています。

実績

達成率(%) 0.0

達成率(%) 0.0 0.0 0.0



5.事業に対する評価

6.今後の方向性

7.総合戦略記載事業の検証

事業で得られた
ノウハウや気づ

き等

　長年、地域における障害者や地域住民等の交流の場、保護者会、生産活動等の支援拠点として活用しています。
しかし、利用者が高齢化し支援体制の見直し、工賃アップを図るための対策、Ａ型事業所、一般就労へと繋げる支援、新たな利用者を確保するための手だてについて、さ
らなる取組みを求めます。
　平成３０年度より事業の機能を移転し、子供から大人まで切れ目のない支援を可能とする事業を実施していきます。

方向性の
説明

　坂井市社会福祉協議会と平成２８年４月から平成３１年３月までの３年間の指定管理協定を締結しています。
しかし、施設の耐震診断の調査結果、建物の老朽化と耐震性不足により平成３０年４月以降、改修した旧三国西幼稚園に機能を移転して事業を継続していきます。

総合戦略上の位
置づけ

政策パッケージ 施策

基本施策

実施事業名
（小事業）

現状と課題

妥当性に課題

これまでの見直
しや改善等の実

績

短期的な方向性
継続

中長期的な方向性
継続

目標年度 平成35年度 目標年度 平成35年度

　指定管理施設として、施設の維持管理と地域における障がい者の交流、創造的活動、生産活動等のサービスを適切に遂行しています。また、保護者とともに考え協力し
合いながら事業を進めています。


